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気 温 二 十 三 度 以 上 が 夏 日

卸 金

　
土

と

瓶 び ん

　
土 鍋

　
七 し ち

輪 り ん

　
桝

　
焙 ほ う

烙 ろ く

　

み ん な 忘 れ ら れ て ゆ く も の ば か り だ 』（  「 サ ン グ ラ ス の 蕪 村 」  ・ 田 中 冬 二 ）　
七 十 六 歳 の 私 は 、 こ れ 等 を み ん な 知

っ て い る し 、 使 っ て い た 。 半 分 以 上 の物 は 現 在 も 使 っ て い る 。 火 吹 竹 は 、 数年 前 ま で は 風 呂 炊 き を す る の に 常 用 して い た 。 七 輪 は 練 炭 等 を 入 れ て 重 宝 して い た が 、 現 在 は 使 っ て い な い 。 味 噌漉 し は 毎 日 使 う 。 卸 金 は あ ま り 力 が いら な い よ う に 素 材 と 形 が 変 化 し て いる 。目 笊 は 目 の 粗 い も の か ら 細 か い も の ま

　 『 火

ひ

吹 ふ き

竹 だ け

　
味 噌 漉 し

　
摺

す

り 粉

こ

木
ぎ

　
摺 り 鉢

　
片 か た

口 く ち

　
漏 じ ょ う

斗
ご

　
目

め

笊 ざ る

　
蒸 せ い

籠
ろ

　
散 ち り

蓮 れ ん

華
げ

　

で 持 っ て い る 。　
こ の 本 は 、 一 九 七 六 年 に 出 版 さ れ

て い る 。 四 十 七 年 前 に な る 。 そ の 頃に は も う 前 述 の 道 具 は 忘 れ ら れ つ つあ っ て 、 田 中 冬 二 を 郷 愁 の 心 持 に させ た の だ 。　
『 女 の 子 は 年 頃 に な る と 、 き ま っ

て 針 箱 が あ て が わ れ た 。 そ う い う 仕来 た り が あ っ た 。 そ れ が 躾 で も あ った 』 男 子 に 家 庭 科 が 必 修 に な っ た のは 一 九 九 三 年 。 男 女 と も 躾 が な さ れた 。 関 係 な い が 、 私 は 裁 縫 は で き ない 。  『 老 人 は 出 る な

　
歩 く な

　
家 に

い ろ

　
そ れ な ら 家 に い て ど う し て い

れ ば よ い の だ 』  『 信 仰 と は 己 自 ら が仏 心 に な る こ と だ 』　
掌 大 の 小 型 の 本 だ が 、 中 身 は ず っ

し り と 重 く 手 放 せ な い 。

︻ 山 口 市 以 東 ︵ 北 ︶  ︼　
[

2 9日  ︵ 土 ︶  ]

午 前

1 0時

〜 午 後 １ 時 、 山 陽 道 下 り西 条 Ｉ Ｃ ↓ 広 島 東 Ｉ Ｃ（ 最 長

1 0㌔ ）

　
[ ５ 月 ３ 日 ︵ 水 ・ 祝 ︶  ]

午 前 ８ 時 〜 午 後 １ 時 、 山陽 道 上 り 玉 島 Ｉ Ｃ ↓ 岡 山Ｊ Ｃ Ｔ （ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午 前８ 時 〜 午 後 １ 時 、 山 陽 道倉 敷 早 島 支 線 上 り 水 島 ＩＣ ↓ 岡 山 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同 ５㌔ ） ▽ 午 前 ８ 時 〜 午 後 １時 、 山 陽 道 上 り 広 島 Ｉ Ｃ↓ 志 和 Ｉ Ｃ （ 同

1 0㌔ ） ▽

午 前 ９ 時 〜 午 後 ２ 時 、 山陽 道 下 り 笠 岡 Ｉ Ｃ ↓ 福 山西 Ｉ Ｃ （ 同

1 0㌔ ） ▽ 午 前

９ 時 〜 午 後 ２ 時 、 山 陽 道上 り 広 島 東 Ｉ Ｃ ↓ 西 条 ＩＣ （ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時〜 午 後 １ 時 、 山 陽 道 下 り広 島 東 Ｉ Ｃ ↓ 広 島 Ｊ Ｃ Ｔ

時 、 山 陽 道 下 り 福 山 東 ＩＣ ↓ 尾 道 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同 ５㌔ ） ▽ 午 前

1 0時 〜 午 後 １

時 、 山 陽 道 下 り 大 野 Ｉ Ｃ↓ 岩 国 Ｉ Ｃ （ 同 ５ ㌔ ） ▽午 後 ５ 時 〜 ８ 時 、 山 陽 道下 り 西 条 Ｉ Ｃ ↓ 広 島 東 ＩＣ （ 同 ５ ㌔ ）　 [ ５ 月 ４ 日 ︵ 木 ・ 祝 ︶  ]午 前 ９ 時 〜 午 後 １ 時 、 山陽 道 上 り 広 島 Ｉ Ｃ ↓ 志 和Ｉ Ｃ （ 同

1 0㌔ ） ▽ 午 前 ９

時 〜 正 午 、 山 陽 道 上 り 玉島 Ｉ Ｃ ↓ 岡 山 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同５ ㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時 〜 正午 、 山 陽 道 倉 敷 早 島 支 線上 り 水 島 Ｉ Ｃ ↓ 岡 山 Ｊ ＣＴ （ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時〜 正 午 、 山 陽 道 下 り 福 山東 Ｉ Ｃ ↓ 尾 道 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同５ ㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時 〜 正午 、 山 陽 道 下 り 広 島 東 ＩＣ ↓ 広 島 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同 ５㌔ ） ▽ 午 前

1 0時 〜 午 後 １

時 、 山 陽 道 上 り 広 島 東 ＩＣ ↓ 西 条 Ｉ Ｃ （ 同 ５ ㌔ ）▽ 午 前

1 1時 〜 午 後 ２ 時 、

岡 山 道 下 り 岡 山 総 社 Ｉ Ｃ↓ 有 漢 Ｉ Ｃ （ 同 ５ ㌔ ） ▽午 後 ４ 時 〜 ７ 時 、 山 陽 道

下 り 西 条 Ｉ Ｃ ↓ 広 島 東 ＩＣ （ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午 後 ５ 時〜 ８ 時 、 米 子 道 上 り 大 山高 原 ス マ ー ト Ｉ Ｃ ↓ 江 府Ｉ Ｃ （ 同 ５ ㌔ ）　 [ ５ 月 ５ 日 ︵ 金 ・ 祝 ︶  ]午 前 ９ 時 〜 午 後 ８ 時 、 山陽 道 上 り 玉 島 Ｉ Ｃ ↓ 岡 山Ｊ Ｃ Ｔ （ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午 前９ 時 〜 午 後 ８ 時 、 山 陽 道倉 敷 早 島 支 線 上 り 水 島 ＩＣ ↓ 岡 山 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同 ５㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時 〜 正 午 、山 陽 道 上 り 広 島 東 Ｉ Ｃ ↓西 条 Ｉ Ｃ （ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午後 ４ 時 〜 ８ 時 、 山 陽 道 上り 玖 珂 Ｉ Ｃ ↓ 大 竹 Ｉ Ｃ（ 同

1 0㌔ ） ▽ 午 後 ４ 時 〜

７ 時 、 山 陽 道 上 り 広 島 東Ｉ Ｃ ↓ 志 和 Ｉ Ｃ （ 同 ５㌔ ）︻ 山 口 市 以 西 ︵ 南 ︶  ︼　
[

2 9日 ]

午 前 ８ 時 〜

1 1

時 、 九 州 道 下 り 大 宰 府 ＩＣ ↓ 鳥 栖 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同

1 0
㌔ ）　

[ ５ 月 ３ 日 ]

午 前 ６ 時

〜 午 後 ２ 時 、 九 州 道 下 り若 宮 Ｉ Ｃ ↓ 鳥 栖 Ｊ Ｃ Ｔ（ 同

4 0㌔ ） ▽ 午 前 ７ 時 〜

午 後 １ 時 、 九 州 道 下 り 小倉 南 Ｉ Ｃ ↓ 宮 田 ス マ ー トＩ Ｃ （ 同

2 0㌔ ） ▽ 午 前 ８

時 〜 午 後 ４ 時 、 九 州 道 下り 鳥 栖 Ｊ Ｃ Ｔ ↓ 八 女 Ｉ Ｃ
（ 同

1 5㌔ ） ▽ 午 前 ８ 時 〜

午 後 ４ 時 、 東 （ ２ 面 へ ）

（ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時 〜正 午 、 山 陽 道 下 り 山 陽 ＩＣ ↓ 岡 山 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同 ５㌔ ） ▽ 午 前

1 0時 〜 午 後 １

時 、 岡 山 道 下 り 岡 山 総 社Ｉ Ｃ ↓ 有 漢 Ｉ Ｃ （ 同 ５㌔ ） ▽ 午 前

1 0時 〜 午 後 １

　
大 手 旅 行 会 社 Ｊ Ｔ Ｂ の 調 査 に よ る と 、 こ と し の ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク

（ Ｇ Ｗ ） に １ 泊 以 上 の 国 内 旅 行 に 出 か け る 人 は 、 昨 年 よ り

5 3％ 増 の ２ ４ ５

０ 万 人 に 上 る 見 通 し だ と い う 。 で は 、 人 の 移 動 に 伴 う 高 速 道 路 の 渋 滞 状況 は ど う な る だ ろ う か 。 Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ 西 日 本 に よ る Ｇ Ｗ 期 間 中 （ ４ 月

2 8日

〜 ５ 月 ７ 日 ） の 中 国 ・ 九 州 地 方 の 高 速 道 路 に お け る ５ ㌔ 以 上 の 渋 滞 予 測は 次 の 通 り 。

中 国 ・ 九 州 地 方 に お け る 渋 滞 予 測 は ？
ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク 中 の 高 速 道 路
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黄 砂 が 風 に 舞 う
送 さ れ た 。 そ こで 、 駆 け 付 け た医 師 ・ 所

と こ ろ

郁 い く

太
た

郎 ろ う

の 懸 命 の 治 療 と家 族 や 友 人 た ちの 援 助 に よ り 、奇 跡 的 に 一 命 を取 り 留 め た の であ る 。

　
事 件 が 起 き た の は 、 １ ８ ６ ４ （ 元

治 元 ） 年 ９ 月

2 5日 の 夜 で あ っ た 。 中

河 原 の 山 口 政 事 堂 で 開 か れ た 御 前 会議 を 終 え 、 井 上 馨 は 湯 田 の 寄 宿 先 に向 か い 石 州 街 道 を 歩 い て い た 。 袖

そ で

解 と き

橋 ば し

の 手 前 ま で 来 た そ の 時 、 ひ と り の
男 が 声 を か け た 。 闇 夜 を 裂 く 刺 客 の刀 が 火 花 を 散 ら し た の は そ の 直 後 であ っ た 。 馨 は 重 傷 を 負 い な が ら も 近く の 里 芋 畑 の 中 に 身 を 隠 し た 。 ３ 人の 刺 客 は 、 捜 し 回 る が 見 つ け る こ とが で き ず 、 つ い に そ の 場 か ら 立 ち 去っ た 。 朦

も う ろ う

朧 と し な が ら も 一 軒 の 農 家

に た ど り 着 い た 馨 は 、 兄 の 居 宅 に 搬

世 外 井 上 馨 侯 遭 難 之 地 碑
（ 山 口 市 中 園 町 ）

3 9

　
ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク

（ Ｇ Ｗ ） は 、 レ ノ フ ァ 山口 の ホ ー ム ゲ ー ム に 行 こう ！

 ５ 月 ３ 日 （ 水  ・  祝 ）

の ジ ェ フ ユ ナ イ テ ッ ド 千葉 戦 は 、 維 新 み ら い ス タジ ア ム で 午 後 ２ 時 キ ッ クオ フ 。　
当 日 は 、 警 察 署 、 消 防

署 、 自 衛 隊 の 働 く 車 が スタ ジ ア ム に 集 合 す る な

ど 、 ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー クな ら で は の 家 族 で 楽 し める イ ベ ン ト も 開 催 さ れ ます 。 そ の 他 に も 、 グ ル メや ス テ ー ジ イ ベ ン ト など 、 ス タ ジ ア ム に は 試 合前 か ら 楽 し め る イ ベ ン トが 盛 り だ く さ ん で す 。　
ぜ ひ 、 ゴ ー ル デ ン ウ ィ

ー ク は 、 維 新 み ら い ふ スタ ジ ア ム へ ！

前  回 （  ２ ０ ２ ２  年  ） の  様  子

資 料 を 元 に 、 わ か り や す く 解 説

事 例 1 1 1 4

消 費 生 活 相 談
不 用 品 回 収 サ ー ビ  ス を 利用 す る 際 の 注 意 点

︻ 相 談 ︼

不 用 品 （ 一 般 廃 棄 物 ） を 処

分 し た い が 、 ど こ に 依 頼 す れ ば よ いか 。
︻ 回 答 ︼

一 般 家 庭 か ら 出 る 廃 棄 物 は

お 住 ま い の 市 区 町 村 が 案 内 す る ル ール で 処 分 す る こ と に な り ま す 。 ま ずは 、 市 町 が 提 供 す る 窓 口 に 余 裕 を 持っ て 依 頼 し ま し ょ う 。　
市 町 以 外 に 依 頼 す る 場 合 は 、 市 町

か ら 許 可 を 受 け た 一 般廃 棄 物 処 理 業 者 に 依 頼す る こ と に な り ま すが 、 一 般 廃 棄 物 処 理 業の 許 可 を 得 て い な い 業者 と ト ラ ブ ル に な る ケ

ー ス が あ り ま す 。 次 の 点 に 注 意し 、 検 討 し ま し ょ う 。　
ま ず は 、 市 町 の ホ ー ム ペ ー ジ や

窓 口 へ 問 い 合 わ せ 、 一 般 廃 棄 物 処理 業 の 許 可 業 者 を 探 し ま し ょ う 。　
次 に 、 依 頼 す る 前 に 複 数 社 か ら

見 積 も り を 取 り 、 追 加 料 金 の 有 無等 を 確 認 し ま し ょ う 。 安 価 な 表 示が さ れ て い て も 、 実 際 に は 様 々 な名 目 で 追 加 料 金 が 発 生 し 、 高 額 な請 求 を さ れ た と い う ケ ー ス も あ りま す 。　
見 積 も り の た め に 呼 ん だ 事 業 者

と そ の 場 で 契 約 し た 場 合 等 、 ク ーリ ン グ ・ オ フ 等 が 適 用 で き る 可 能性 が あ り ま す 。 万 が 一 ト ラ ブ ル にな っ た 場 合 は 、 早 め に 消 費 生 活 セン タ ー 等 に ご 相 談 く だ さ い 。

県 消 費 生 活 セ ン タ ー （ 相 談 電 話 0 8 3- 9 2 4- 0 9 9 9 ）

 １ 行 記 事　 ２ ３ 日 （ 日 ） 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ４ 時 ま で 、 山 口 市 の 亀 山 公 園 で 「 ア ー ス デ イ や ま ぐ ち 」 が 開 催 。 同 公 園 ふ れ あ い 広 場 で は 午 後 １ 時 半 ま で 「 こ ど も ま つ り 」 も 。

　
（ １ 面 よ り ） 九 州 道 下

り 苅 田 北 九 州 空 港 Ｉ Ｃ ↓築 城 Ｉ Ｃ （ 同

1 5㌔ ） ▽ 午

前 ９ 時 〜 午 後 ４ 時 、 九 州道 上 り 南 関 Ｉ Ｃ ↓ 久 留 米Ｉ Ｃ （ 同

1 5㌔ ） ▽ 午 前 ９

時 〜 午 後 ３ 時 、 九 州 道 下り 八 女 Ｉ Ｃ ↓ 南 関 Ｉ Ｃ
（ 同

1 0㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時 〜

午 後 ２ 時 、 九 州 道 上 り 須恵 ス マ ー ト Ｉ Ｃ ↓ 若 宮 ＩＣ （ 同

1 5㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時

〜 午 後 １ 時 、 東 九 州 道 上り 日 向 Ｉ Ｃ ↓ 延 岡 南 Ｉ Ｃ
（ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午 後 ３ 時 〜

５ 時 、 九 州 道 上 り 鳥 栖 ＪＣ Ｔ ↓ 筑 紫 野 Ｉ Ｃ （ 同 ５㌔ ） ▽ 午 後 ４ 時 〜 ７ 時 、九 州 道 上 り 福 岡 Ｉ Ｃ ↓ 若宮 Ｉ Ｃ （ 同 ５ ㌔ ）　
[ ５ 月 ４ 日 ]

午 前 ７ 時

〜 午 後 １ 時 、 九 州 道 下 り須 恵 ス マ ー ト Ｉ Ｃ ↓ 鳥 栖Ｊ Ｃ Ｔ （ 同

1 5㌔ ） ▽ 午 前

８ 時 〜 午 後 ２ 時 、 長 崎 道下 り 武 雄 北 方 Ｉ Ｃ ↓ 武 雄Ｊ Ｃ Ｔ （ 同

1 0㌔ ） ▽ 午 前

９ 時 〜 午 後 ２ 時 、 東 九 州道 下 り 行 橋 Ｉ Ｃ ↓ み や こ豊 津 Ｉ Ｃ （ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午

前 ９ 時 〜 午 後 ２ 時 、 九 州道 上 り み や ま 柳 川 Ｉ Ｃ ↓久 留 米 Ｉ Ｃ （ 同

1 0㌔ ） ▽

午 前

1 0時 〜 午 後 ２ 時 、 東

九 州 道 下 り 中 津 Ｉ Ｃ ↓ 院内 Ｉ Ｃ （ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午 後３ 時 〜 ９ 時 、 東 九 州 道 上り 椎 田 南 Ｉ Ｃ ↓ 築 城 Ｉ Ｃ
（ 同 ５ ㌔ ）

　 [ ５ 月 ５ 日 ]

午 前

1 1時

〜 午 後 １ 時 、 九 州 道 下 り筑 紫 野 Ｉ Ｃ ↓ 鳥 栖 Ｊ Ｃ Ｔ（ 同 ５ ㌔ ） ▽ 午 後 ３ 時 〜７ 時 、 九 州 道 上 り 八 女 ＩＣ ↓ 久 留 米 Ｉ Ｃ （ 同 ５㌔ ） ▽ 午 後 ４ 時 〜

1 0時 、

東 九 州 道 上 り 椎 田 南 Ｉ Ｃ↓ 築 城 Ｉ Ｃ （ 同 ５ ㌔ ） ▽午 後 ５ 時 〜 ９ 時 、 九 州 道上 り 須 恵 ス マ ー ト Ｉ Ｃ ↓若 宮 Ｉ Ｃ （ 同

1 5㌔ ）

　
な お 、 渋 滞 の 激 化 を 避

け る た め 、

2 9日 と

3 0日

（ 日 ）  、 ５ 月 ３ 日 か ら ７ 日（ 日 ）  の 間 は Ｅ Ｔ Ｃ 休 日 割
引 は 適 用 さ れ な い 。 また 、 最 新 の 混 雑 情 報 は

「 ア イ ハ イ ウ ェ イ 」（

htt
p://i

hi
g
h

wa
y.j

p

）

で 確 認 で き る 。

各 種 講 習 会  ・  セ ミ ナ ー 参 加 者 募 集

新 し  い  こ と を 始 め る き  っ  か け に
　
５ 月 ８ 日  （ 月 ）  か ら 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 症 法 上 の 位 置 づ け は 季

節 性 イ ン フ ル エ ン ザ な ど と 同 じ 「 ５ 類 」 に 変 更 さ れ る 。  〝 ウ ィ ズ コ ロ ナ 〞の 日 常 が 進 む 中 、 イ ベ ン ト や 新 し い セ ミ ナ ー の 実 施 も 増 え 、 参 加 者 が 募集 さ れ て い る 。
　
相 続 の 争 い を 回 避 し 、

円 満 に 引 き 継 ぐ た め に はど の よ う な 準 備 を し て おく べ き な の か を 知 る こ とが で き る 「 専 門 用 語 を 使わ な い 相 続 ・ 遺 言 講 座 」が

2 7日  （ 木 ）  午 後 ２ 時 か ら

３ 時 半 ま で 、 サ ン フ レ ッシ ュ 山 口 （ 山 口 市 湯 田 温泉 ５ ） で 開 催 さ れ る 。 主

催 は 、  （ 一 社 ） 山 口 県 相続 セ ン タ ー 山 口 店 （ 山 口市 小 郡 黄 金 町 ） で 、 定 員は

1 5組 （ 先 着 ）  。 聴 講 は

無 料 だ が 、 事 前 申 し 込 みが 必 要 だ 。　
昨 年 ８ 月 に 山 口 市 で 初

開 催 さ れ た 同 講 座 で は 、参 加 者 か ら 「 子 ど も た ちの た め 、 自 分 の た め に しな く て は い け な い 事 が たく さ ん あ る と 知 っ た 」 など の 感 想 が 多 数 寄 せ ら れた 。　
講 師 を 務 め る の は 、 同

セ ン タ ー の 相 続 診 断 士 、中 村 賢 司 さ ん 。 こ れ ま で５ ０ ０ 件 以 上 の 個 別 相 談を 受 け て き た 中 村 さ んが 、 い ざ 相 続 が 起 こ っ た時 に 困 ら な い よ う 、 準 備や 方 法 に つ い て 、 難 し い法 律 用 語 や 専 門 用 語 を 使わ ず 分 か り や す く 解 説 する 。 参 加 者 に は 、 エ ン ディ ン グ ノ ー ト も プ レ ゼ ント さ れ る 。　 「 相 続 ・ 遺 言 に つ い てわ か り や す く 話 す の で 、お 気 軽 に ご 参 加 を 」 と 中村 さ ん 。 申 し 込 み は 同 セン タ ー （

０ １ ２ ０

－

７

８ ５ ４ ０ ０ ） へ 。

 相 続  ・  遺 言 講 座

 テ  ニ  ス 教 室

 剪 定 講 習　
樹 木 や 植 木 の 手 入 れ に

関 す る 基 礎 知 識 や 道 具 の取 り 扱 い に つ い て 学 べ る「 剪 定 講 習 」 が 、 ５ 月

1 6
日  （ 火 ）  午 前 ９ 時 か ら 午 後３ 時 ま で 、 シ ゲ エ ダ ゴ ルフ ガ ー デ ン （ 山 口 市 大 内問 田 ５ ） で 開 か れ る 。 雨天 の 場 合 は 、 同

1 9日

（ 金 ）  に 延 期 。 受 講 は 無 料だ が 事 前 申 し 込 み が 必 要で 、 定 員 は

1 0人 。

　
対 象 は 、 山 口 市 内 在 住

で 、 シ ル バ ー 人 材 セ ン ター に 入 会 か つ 就 業 で き る
6 0歳 以 上 の 人 。 同 セ ン タ

ー 会 員 で 、 職 種 転 換 を 希望 す る 人 、 お よ び １ 年 間就 業 し て い な い 人 も 含 まれ る 。　
当 日 は 、 剪 定 や 整 枝 の

基 礎 知 識 、 安 全 作 業 の ポイ ン ト に つ い て 座 学 で 学ぶ 。 そ の 後 、 選 定 技 術 や土 壌 、 肥 料 、 病 害 虫 防 除な ど に つ い て 、 実 技 で 学ぶ 。 参 加 者 か ら は 「 新 しい こ と を 知 る こ と が で きた 」  「 有 意 義 な 研 修 だ った 」 な ど 好 評 だ 。　 「 技 術 や 知 識 を 身 に つけ て 、 シ ル バ ー 人 材 セ ンタ ー で 活 躍 を 」 と 主 催 する 県 シ ル バ ー 人 材 セ ン ター 連 合 会 は 参 加 を 呼 び か

け て い る 。 申 し 込 み ・ 問い 合 わ せ は 同 セ ン タ ー（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ １

－
６

０ ７ ０ ） へ 。 申 し 込 み 締め 切 り は ５ 月 ９ 日  （ 火 ）  。　
初 心 者 向 け の 硬 式 テ ニ

ス 教 室 が 、 維 新 百 年 記 念公 園 （ 山 口 市 維 新 公 園４ ） テ ニ ス 場 で 開 催 。 現在 、 参 加 者 が 募 集 さ れ てい る 。 対 象 は 、 硬 式 テ ニス 初 心 者 で 、 定 員 は 先 着
1 2人 。

　
６ 度 の 国 体 出 場 経 験 が

あ り 、

1 0年 以 上 高 校 で の

指 導 実 績 が あ る 同 施 設 スタ ッ フ の 末 廣 栄 さ ん が 講

師 を 務 め る 。　
レ ッ ス ン は 、 参 加 者 の

実 力 を 把 握 し た う え で 、ラ ケ ッ ト の 握 り 方 や ボ ール を 打 つ と い っ た 基 礎 から ス タ ー ト 。 最 後 に は 、ラ リ ー や 簡 単 な 試 合 が でき る よ う に な る こ と を 目標 に す る 。　
日 程 は 、 ５ 月 ８ 日 、 同1 0日  （ 水 ）  、 同

1 7日  （ 水 ）  、

同

2 4日  （ 水 ）  、 同

3 1日
　

（ 水 ）  、 ６ 月 ５ 日  （ 月 ）  、 同
７ 日  （ 水 ）  、

1 2日  （ 月 ）  の 全

８ 回 。 時 間 は す べ て 、 午前

1 0時 か ら 正 午 ま で 。

　
「 テ ニ ス は 何 歳 に な っ

て も で き る 楽 し い ス ポ ーツ 。 ス ポ ー ツ に 親 し む きっ か け に 」 と 主 催 の 山 口県 施 設 管 理 財 団 。 申 し 込み 、 問 い 合 わ せ は 同 財 団（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

３

７ １ ２ ） へ 。
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 １ 行 記 事　 山 口 市 在 住 の シ ャ ン ソ ン 歌 手 ・ 松 﨑 雅 子 の コ ン サ ー ト が 、 ２ ３ 日 午 後 ２ 時 か ら ニ ュ ー メ デ ィ ア プ ラ ザ 山 口 （ 山 口 市 熊 野 町 １ ） で あ る 。 入 場 料 は ２ ５ ０ ０ 円 。



2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） ４ 月 ２ ２ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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